
巨大地震への備えに

被災直後に使える資金確保に

補償と掛金

支払対象　震度6強以上を観測し損害が発生した場合

共済金額　1口あたり 1,000万円

共済掛金　1口当たり 年間掛金 30万～36万円　※地域により異なる

共済金　　震度7で共済金額の100%、震度6強で共済金額の50%

2011年の東日本大震災以降、震度6強以上の地震が多数観測されており、特に

2016年以降は増加傾向にあります。南海トラフ巨大地震や首都直下型地震に

備えた医療機関の事業継続対策が急務となっています。

本共済制度では、地域や築年数、耐震補強に関係なく加入ができ、共済金の用

途にも制限なく自由に活用できます。震度観測地点で震度6強以上を観測し、

損害が発生した場合に、速やかに共済金を定額でお支払いします。

地震補償共済制度

日本BCP地震補償共済会

Point

01
地域や築年数・耐震基準に関係なく、賃貸物件でも加入が可能です。

無条件加入

02
震度観測地点で震度観測後、速やかにお支払いいたします。

迅速な支払い

03
震度観測地点※ で震度6強以上の地震が起こり、損害が発生した場合、
共済金額を上限にお支払いいたします。

定額の補償

04
共済金の用途に制限なく、当座資金として自由に活用できます。

使途は自由

このような課題・お悩みに
被災した際の事業継続に不安がある

将来に備え、今できることをしておきたい

※震度観測地点とは、契約時にご指定いただく住所に基づく「気象庁震度観測点一覧表」の
　震度観測点名称（約680か所）の地点での最寄りの地点をいい、本会にて定めます。
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